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まえが き

忘年会 ,い くつかすんだ,今年 も終 りだ。英国の女王様 は,1992

年は悪い年だといわれたが,私にとっては多彩な年だった。

新春 ,事務所にいた ら,司葉子 さん

から電話ですと,事務所一瞬 しいん と

して皆聞 き耳をたてている,小生 どぎ

まざ。帝劇の切符が二枚余っている,

菊竹 さん と見 に来 ませんか と。「明治

太平記」,花道 より登場 ,花道の中央
で観客の方をふ りむかれた,本当に綺

麗で した。

6月 の はじめ,ラ スベガス,実験力   「明治太平記」プログラムより

学会で講演 ,機械の人達の前で,建築の力学の話 ,いい気分だった。

6月 のおわ りか ら,極東ロシア視察旅行団長,カ ムチャツカの自
然を満喫。

10月 ,銀座ポケッ トパークで「木造 に学ぶ」展,盛況。

11月 ,全然知 らなかった,今井兼次先生 と人見絹枝 さんのロマ

ンスが,テ レビドラマで放映された。

1992年 12月

■
―
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1.極東ロシア旅行記

中部大学 塚越  勇

新潟空港か らハバ ロフスク

出国待合室で松井先生がウイスキー 2本 と煙草 を御用意なさっていた。「手

土産 ですか ?」 とお聞 きしたら,「いや,自分の物 さ」 とのこと。 ウイスキー
はジヨニーウォーカーの黒。煙草はシ ヨー トホープであった。煙草 は 20個で

5日分だそうだ。私 も免税店を見てみ ると,酒,酒,酒で,アルコールには縁
のない私には興味のない物ばか りである。

いよいよ出国手続 きとなる。ゆっ くりとしたものだ。前を見るとロシア人 ら

しい美人がボデイチェックをやつている。何か期待めいたものがあったが,私
の場合 は金属探知機 を無音で通過 して しまった。松井先生は入念なボディチェ

ックを蛋をけていた。

極東 ロシア建築視察団   92.6.29～ 7.4

松井源吾   (団 長 )早稲田大学名誉教授

藤井伸一  (コ ーディネーター)藤井伸一建築設計事務所
武本耕一  ひさや塗装工業株式会社

横尾正稔  三晃金属工業株式会社

横 田吉幸  ダイネツ鋼板加工株式会社

竹田寛治  竹田不動産株式会社

塚越 勇  中部大学
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エプロンに出てから,武本 さん,横田さんと写真を撮 り合 った。名古屋から

乗 ってきた全 日空機の隣にはほぼ同じ大 きさのアイ
ロフロー ト機が駐機 してい

る。ANAは エンジンが 2機,ァィロフロー ト機 は 3機で,主翼の厚 さも随分

と違 うのが目立つ。脚部やタイヤにいたってはその相違は甚だ し
い。タイヤの

数は一方は 10個で他方は 16個である。 リベ ッティングも一応は平滑にしてあ

るものの応急修理であろうか,ホ ツプ リベ ットを使用 した部分 もある。

名古屋空港の航空宇宙博物館で見た零戦の リ
ベ ットは綺麗に打 ってあったの

を思い出しなが ら複雑な気持ちである。

入口でのスチュワーデスの微笑 は素晴らしかったが,機内は空調が止 まって

いて凄い蒸 し暑 さである。

機内食はコール ドミー ト,パ ン,バター,チーズ,ほたて,い んげんのベー

コン巻きである。

2時間の時差のあるハバロフスクの窓から射 し込む夕日が眩 しい。空調によ

る煙のカーテンで外は全 く見 えない。

着陸帯の舗装の悪さが不安感 を増大させたが,パイロッ トの腕 は確かだ。

新潟空港にて
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ハバ ロフスクにて

朝早 く起 きるなんて私にとっては珍 しいことであるが, どうしたわけか今朝

0ま‐早い。

武本 さんと散歩に出かけた。ホテルのまわ りには大 きな樹木が沢山あって ,

なかなかの散歩道 となっている。

アムール河は大 きく,そ の流れは悠々 としている。利根川の近 くで育った私

は利根川の荒々 しい流れ とあまりにも異なる水面の様子に外国にいるとの実感

を強めた。

展望台がある。流れが大きく曲がる先端に位置す るこの建物はロシアのどん

な変遷 を見ていたことであろうか。

林の中に地質学博物館を見つける。

本館建物は煉瓦造 りで 3階建てである。近 くに棲む動物の剥製が多 く展示 し

てあった。その中で も虎には驚かされるが,中国国境が対岸に位置するのを考

えるとどうにか納得できる。日本の北海道に棲むヒグマが虎 と同じ場所に展示

してあり,虎の捕 まえた獲物を狙っている様子が判 る。ガイ ドの話では,こ の

場面は近 くの猟師が実際に体験 した場面で,こ の虎 は獲物の猪を熊に取 られて

しまったそうである。

漫画では熊はどこかの国のシンボル として登場 しているが,虎 はどこの国で

あろうか。 ここで見 る熊は虎の 2倍 も大 きく,虎の怯 える様子がよく表現 され

ている。

外に出てみると 20mく らい先に何かが展示 してある。近づいてみると大 き

なクジラの骨格である。シロナガス鯨 によく似ている。

ホテルにて朝食後 ,市内の建物の観察 との予定 を聞いた。

朝食については特別なことはなし。

ハバロフスクの市内の道路は多 くの人々で賑やかである。日曜日でもないの

にどうしてこんなに多 くの人々が出ているのだろうか。露店 もい くつか見 られ ,
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土産物屋の前

地質学博物館

アムール河の水浴
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多 くの人が集 まっていた。国営デパー トは休みらしい。

土産物の店に行 った。 とても暗い店内の中には客が 20人 くらいいる。特産

物 は琥珀石 と聞いていたが,あ まり多 くは展示 していない。

食事 とホテルの事情

水が飲料不適なのは大いに困る。同室の武本 さんが持参 した烏龍茶 は何 より

の宝であった。

食事 は空港からホテルヘの途中でレス トランサッポロに用意 してあった。 こ

こは日本人が経営 しているらしいが,二階に用意 した部屋はとても蒸 し暑い。

タラバ蟹,イ クラ,キ ャビア,黒パ ン,そ れに飲料水の代わ りにこけ桃のジ

ュースだ。 こけ桃のジュースは綺麗なピンク色で少々甘味があり,初めての経

験であるが生暖かいこの飲物は蒸 し暑 さで少々参っている私にはなかなか馴染

めない。



1.極東ロシア旅行記  7

ウオツカ,コ ニャックでの乾杯はいつまでも続いている。

松井先生 も大変御機嫌が よく,藤井 さん,竹田さん,横尾さん,横田さん ,
武本 さん・……。お酒に強い方々が羨 ましい。

初 日で全員が少々疲れた様子であったが,ホ テルでは藤井さん,竹田さんの
室に集 まって延々 と深夜 まで酒 と話が続いている。例 によって先生の話はいつ

もユーモラスである。

ハバ ロフスクの空港建設現場

ここでは貨物用ター ミナル と一般用ター ミナル ビル とが建設中である。

貨物用は鉄骨造で,こ の鉄骨は初めて この空港に来て荷物が手渡 されるまで

の間,待合室で眺めていた物である。日頃私が見ている鉄骨 とよく似ているし,

出来具合 もまあまあなので空港の方に尋ねたら,日 本の設計で鉄骨の加工は中

国の大連だそうである。何故 ここに大連が出て くるのか戸惑ったが,中国 と日

本の合弁会社が大連に鉄骨加工会社 を設立 しているらしい。

一般用ター ミナルビルには職人は全 く見当らない。柱はほぼ L-200× 200×

20を 4本隅部 に配置 した約 lm× lmの矩形断面で相対する 2面 を約 6mmの

鋼板で L形鋼 を繋ぎその間を煉瓦 とモルタルで充填 している。

床 は全てプレキャス ト板 で約 2m× 10mの大 きさで多数の リブが付 いた も

のだ。 これを H形鋼の梁に乗せている。 このプレキャス ト板が梁 に接する部
分からは所々鋼板が出ているのが見えるが,そ れが どのように梁 との関わ りを

持っているのかは定かでない。

この床板 はよく揺れる。剛性が不足 しているのだが,現場で説明 して くれた

技術者に問い掛 けてみた ところ全 く気 にしていないとのことである。

壁は煉瓦造 りである。入 り口近 くの床や壁には人造石のタイル も少々使用さ

れていた。私 は煉瓦造 りには馴染みがないのであまりはっきりしたことはいえ

ないのだが,壁面にオーバーハングの部分が非常に多 く,その迫 り出 し量 も煉

瓦 1個以上 を平気で出しているのには驚かされた。
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ハバロフスク空港工事現場
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外面に出ているプレキャス トコンク リー ト製の合わせ梁 も先端が下が りそう

なので柱 を立てたといわんばか りのデザインである。一般に現場で打設 されて

いるコンク リー トの質は悪い。鉄骨 とプレキャス ト,煉瓦を組み合わせ,その

納 まりが悪 くなって くる とコンクリー トで充填する。そんな手法があ りあ りと

見て取れる。

この約 50m× 100mの 平面的拡が りを持つ三階建 てのター ミナル ビルは完

成は全 く予想が立たない とのことである。ペレス トロイカ以降,工事はほとん

ど進んでいないようである。

広いバルコニーを備えた この建物は出入口と窓のサ ッシは全てアル ミ製であ
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る。 しか しそのフレームは細 く,我々が 日常 日本で見掛 ける住宅用の物 と大差

はない。 しか も,使用 しているガラスは大 きく,不調和である。

ホテル ロビーにて

ウラジオス トクヘ

同

■■
■■|

摯Ⅲミ
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ウラジオス トクにて

.1‐   |:II・ ■
●II    ‐・

シベ リア鉄道の終着駅
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設計事務所

ウラジオス トクで我々―行が訪問 した設計事務所 は 1929年の創立で,主 と

してロシアの極東地方 (バイカル湖以東の地域)でのプロジェク トを手懸けて

いる。所員は約 700人 でデザイン,構造,設備,積算の部門に 130名 ,地質部

門に 50名 ,コ ピー,模型に 30名 ,CADに 50名,水道の専門家,そ の他医師 ,

歯科医,産婦人科医 も所員 として名 を列ねている。食堂や売店 もある。

年間の設計料 は約 150億ルーブルで,受注は市が 30%と 民間が 70%である

が,以前 (ペ レス トロイカ以前)は市か らの発注が 100%であった。現在の主

な大 きな仕事はウラジオス トクの再開発総合計画に参加 している。 ここには研

究所があり,設計 と予算についての立案をしているらしい。現在はこの地域で

の独占的な設計事務所である。

この地域には軍や海岸等に関係する事務所 もあるらしいが,そ の規模 は小 さ

いそうである。

住民の住宅への関心は,高層アパー トから一戸建てに移 りつつあるようだ。

高層ホテルの計画 もあるが,エ スキースの段階で この実現には大 きな期待 を

している。

図面は全て墨入れ してあり綺麗であるが,構造図はほとんど見 られなかった。

この地域の地盤 は強 く,杭の使用は川の流域だけとの説明があった。

所員の 7割は女性である
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カムチャツカにて

ウラジォス トク発の航空便が 1日 遅 くなった。

オホーツク海は眼下にあるはずであるが,湿度が高 くはっきり見えない。カ
ムチャツカの西海岸に近づ くにつれ,高度 を下げた窓からは海岸線が視界に入
って くる。あ くまでも直線である。砕けた波頭が印象的だ。

やがて中央の火山帯 を越 える頃になる と複雑な海岸線が見 えて きた。大小

様々な島の周 りには艦艇 らしき物が覗かれる。

自色 と銀色に輝 く潜水艦 を島陰に見た時には,冷戦の終焉をマスコミは報道
しているにもかかわらず, ここはいわゆる最前線であるということを認識 させ

られた。

空港では多 くの人々の出迎 えを受けた。

予定が一 日遅れたので,当地での予定に も大幅な変更が生 じた。今 日一日で
二日分の行動予定を全て消化するから, こちらに任せてほしいとの説明を受け

て全員なん とな く納得 した。

ホテルの前で 中央は施工会社社長サバツキー氏
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火山研究所

カムチャツカ州にあ り,ロ シア極東地方唯一の火山研究所では主任研究員の

Cさ んが色々 と説明して くれた。ここは火山の研究は勿論,地質学,地震学 ,

耐震工学等の研究をしているらしいが,建物 との関連 は Cさ んの専門ではな

いらしく,あ まり明確な説明はなかった。

約 100名 の研究スタッフを擁するこの研究所は,ス タッフの 40%が地震の

専門家 らしい。Cさ んの話ではこの地方は 1年の 3分の 2は凍結 しているので ,

工業,農業 はほとんど望めない。それ故 に鉱業,林業が主流である。

カムチ ャツカはいわゆる環太平洋地震帯 に属 し,20世紀 になってか ら 4回

大 きな地震が発生 している。15年ごとに震度 7ぐ らいの地震があるらしく,

住民 は非常 に心配 している。1986年 ,ロ シア (旧 ソヴイエ ト連邦)が四つの

法律 をカムチャツカ州のために作ったが ,ま だ不備な点が多い。

当地では震度 8ぐ らいの地震が発生す る可能性があ り建物 と住民対策は最優

先 されるべ き課題であるが,実状では如何 ともし難い。

1991年 ソ連が崩壊 した後,建物の規格が出来た。最近の建物 は震度 9ま で

は耐 えられるはずであ り,震度 6～7の場合,建物は耐 えている。

しか し 25年前に建設 された 30%の建物 については危険である。今年の 3月

3日 ,煉瓦の壁,プレキャス ト,コ ンク リー トブロックの壁にクラックが発生
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した。

地震時の災害予想では地震の発生が昼間ならば 60%,夜間ならば 40%の 住
民が死亡するとの予想すらあるそうだ。

(震度階は日本のそれ と違 うようだ )

火山研究所
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ヘリコプター

カムチャツカヘの到着が 1日 遅 くなったことが原因で,ヘ リ空港に着いたの

は 13時を少々経過 した頃である。ヘ リが待っていてす ぐに搭乗できると思っ

てぃたが,ど ぅした ことか燃料がないので探 しに行 って くるとのことである。

機長の話では昨 日のフライ トを予定 していたが,来なかったので燃料 を使って

しまった と。探すのにどれ くらいの時間が掛かるか との問いに約 20分 ぐらい

との返事があったが,調達できたのは 3時間 30分後であった。

この長時間の努力を私は歓迎の証 と思いたい。

陽の当たる場所では少々暑いが,木陰に入ればジャンパーが必要 となるこの

場所で誰 も不平 を言わず待ちに待ったのである。空港 と
いっても木造の小屋が

1つ あるだけで,一面の草原である。

草原には約 20機が駐機 していたが半数は迷彩色で残 りがオンンジ色である。

全てが同じ大型機でガンポッドを装着すればす ぐにで も実戦に向
か うことが出

来 る物ばか りである。

整備されている機 は我々のために用意されているものが唯―であ
る。

機内は広い。ゆった りとした ものだ。ただし,椅子 は片側だけしかない。
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機内の 3分の 1は燃料タンクで,こ れで約 4時間飛行できるそうである。素

晴 らしい上昇能力 と飛行速度を持つているこのヘ リはとにか く馬鹿でかいエン

ジンを搭載 している。

ホバ リング能力 も素晴 らしい。

活火山の山肌を紙めるように飛行するヘ リから見る山々の残雪はす ぐに手が

届 くがごとく眼前を横切 ってい く。

竹田さんが窓から顔 を出 して前方の景色 をカメラに収めた。私 も負けずにと

思い顔を出 した。

眼下にはヒグマが見えた と聞いて,我々が飛行 している湿地地帯のスケール
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の大 きさを再確認させ られた。

低空飛行から見える雪解 け水は網の目の模様 をなし,そ の水はあ くまで も透

明である。緑 をなす草木 は毛足の長い絨毯であるが, ヒグマが充分に隠れるこ

とが出来 ることを思うと背の高さも想像がっ くというものだ。



1.極東ロシア旅行記  21

本 国の決め手は火口への着陸である。未だ日本人でここに立った者はいない

そうである。

昨年噴火をしたのだそうで地盤は軟 らか く,そ して熱かった。重 いヘ リが少

しずつ沈んでい く様子が判 り,落ち着けない。

約 20分の後離陸 したが,こ の時はこのごついエンジンのヘ リが とても頼 も

しく思われた。
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松井先生が水泳の選手であることは知っている。

カムチャツカではヘ リコプターによる視察の後,サバ ツキー氏の会社の山荘

のプールで泳 ぐことになった。
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私は 15年以上泳いでいないので少々心配であったが,ど うにか前に進むよ

うだ。

暖かい湖水 をパイプで引 き込んだこのプールは縦横 25m× 10m,水温は水

から出ると少 し寒 く感 じられるぐらいで泳 ぐには適当 と思われる。流石に先生

は上手で, しっか りとした泳 ぎである。

サバッキー氏 をはじめとしてプールに入った方々の皮膚の色は我々 と同じで

あった。ガイ ドの女性 も水着 になって出て来た。仲々のグラマーであった。
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2.中 空スラブの近況

―
    (92.8. 11)一

私が中空 スラブをはじめて実施 してか ら, もう 30年 にもなる。今 も,よ く

使われている。 こんなに続 くとは思っていなかった。

昨年春,宮内庁へ行 った時,宮内庁の方が,「皇太子の赤坂のお住いは中空

スラブで したので,先生の本 を読みました」 と。大変光栄 に思った。7,8年前

との事。早 くこのこと聞いていれば,父 を喜ばせたのにと,残念に思った。

数年前 ,マ ンションが盛んに建てられていた頃,中空スラブがよく使われた。

マンションはスラブスパ ンが大きいわけではないが,小梁なしだ と階高が減 る

ので,よ く使われたのである。

中空スラブも,皆 さんが使いなれてきて,い ろいろ工夫 された ものが実施 さ

れている。その一例を依田君に紹介 して もらう。
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新橋 フォレス トビルの中空スラブ

―
 「建築技術」92年 6月 号

―

階高 2750 mmの天丼高をできる

だけ高 くするために,基準階の床に

厚さ400 mmの 中空スラブを採用し

ている。

設備の配管 。配線などは,中空管

を利用する形でスラブ厚内に納めて

いる。

スラブの設計は,照明器具の埋込

み溝が短辺方向に長 く,長辺方向の

曲げ剛性が小さくなるため,短辺方

向 (ス パン 9500 mm)の一方向中空

スラブとしている。

しかし,ス ラブ内のダクト配管は,

長辺方向にも必要なため,せん断力
の小さいスパンの中央部に配管して

いて,中空管は二方向である。

スラブ厚の決定にはたわみも考慮

して,弾性たわみが全荷重に対して
スパンの 1/1000以下になるような

厚さにしている。

断面算定には,両端支持 と,両端
の固定度を考慮した場合との大きい

ほうの応力を使用している。

ORS事務所所長 依田定和

所在地 東京都港区新橋5-18-7
主要用途 賃貸オフィス
設計 アーキアン建築研究所
担当/宇津木卓三

構造 松井源吾 +0.Ro S.事務所
担当/依田定和

設備 知久設備計画研究所
担当/知久昭夫 杉山一元
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中空スラブエ事中

関電工の高永氏 より中空スラブの工事写真をいただいた。

平成 4年 8月 4日

松井 源吾 先生

拝啓、盛夏の候 ますますご清栄の事 とお慶び申しあげます。 日頃は格別のご高配を賜

りご懇情ありがた く厚 くお礼申し上げます。

さて、先 日先生のご留守中に暑中見舞いに伺、粗品のみ階段に置かせて もらい、誠に

失礼いた しました。その折 り先生が考案致 しました中空 スラプの建設写真を同封 しまし

たが、先生にお合出来 ると勝手に考え何 も説明書 きも添えず失礼致 しました。ちょうど

当日、筆記用具を持参 してなくあのような形になりました。

写真の中空 スラブ建物は、当関電工隣接地に建設中の写真であ り、これは我々東京電

カグループの東電環境エンジニヤ リング 〈株)本社社屋です。設計は東電設計 (株 )・

前田建設工業 (株 )・ 栗本建設工業 (株 )の 共同で、施工は前田建設工業が担当 してい

ます。尚、構造設計は栗本建設工業の担当とのことです。建物面積は 692.61ma、

階数 地上 6階  地下 1階 、高 さ 28.lmに なるそうです。
また、先生のこの度、アメリカや ロシヤ、特に、なかなか行 くことの出来ない自然豊

なカムチャ ッカ旅行の様子、楽 しく読まさせて頂ました。先生が発行 している「縞」に

今回の東方 ロシヤ見聞録が掲載 されるものと想い楽 しみにしています。

本 日は、ご多忙中のところ、お手紙ありがとうございました。今後 ともご指導、ご鞭

撻のことよろしくお願い致 します。炎暑の折 りですので、 くれ ぐれ もお体に気を付ける

ようお願い致 します。

敬具

い 関 電 工

技術開発総室

技術研究所

高永 敏行
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3.多摩霊園納骨堂の構造

ORS事務所 小野里憲一

この 納 骨 堂 の特 徴 は GL-5皿 の 底 面 で 直 径 が 36口 、 そ こか ら高 さ 16■の軒 面

で 直 径 が 58.4mの 逆 円 錐 形 の 霊 堂 を持 つ こ とであ る。 逆 円錐 形 の 霊 堂 の 壁

は縦 方 向 に 144分 割 され た棒 状 のプ レキ ャス ト部 材 が リ ン グ状 に立 ち並 ん

で 出 来 て い る。 部 材 の 厚 さは 50cmで 長 さ が 20m、 幅 は底 部 で 78cm、 頂 部 で

127cmで あ る。 脚 部 は厚 さ 3.5mの 円形 の 耐 圧 版 の上 に支 持 されて いる。 こ

の壁 は外 側 に傾 い て い る た め、 鉛 直 荷 重 で 円周方 向 に引 張 応 力が 生 じる。

これ に対 して 円周 方 向 に引 張 応 力以 上 の プ レス トレス を 導 入 して一 体 な構

造 に して い る。 特 に壁 の頂 部 で は 引 張 応 力が大 き くな る た め、 リング状 の

梁 形 を設 け、 よ り大 き なプ レス トレス を 導 入 して 引張 応 力 の 生 じな い よ う

に して い る。 さ らに、 部 材 の運 搬 と建 方 の時 に生 じる応 力 に対 して安 全 な

よ う に、 材軸 方 向 に もプ レス トレス を導 入 してい る。

直 径 約 60mの 霊 堂の 屋 根 は、 曲率 半 径 約 86■ の鉄 骨 造 の ドー ムで あ る。 ド

ー ム は H鋼 と鋼 管 を用 い た梁 成 1.2口 の トラス梁 で構 成 して い る。 ドー ム の

中 央 に は 直径 15mの トップ ラ イ トの た め の 開 口が 開 い て い て、 さ らに トッ

プ ラ イ トにな る鉄 骨 の 屋 根 を この開 口 に 架 けて い る。

霊 堂 の 内部 には、 幅 2.5mの リング 状 の 通路が 6層、 壁 面 に沿 って巡 らさ

れ て い る。 通 路 の床 は 厚 さ 15cmの プ レキ ャス ト版 で、 傾 い た 壁 面 に鉄 骨 を

組 み、 そ の上 に敷 き並 べ て い る。 この 通 路 の両脇 には納 骨 の た め の棚 が 立

ち並 ん で い る。

霊 堂 内 には上 下 に移 動 す る為 の設 備 は な く、 霊堂 の 左 右 に建 つ 2棟 の 建

物 の 中 に階段 とエ レベ ー ターの設備 が あ る。 この シ ャフ トと呼 ば れ る 2棟

の 建 物 は 霊堂 を中心 に して対 称 であ り、 地 下 2層 、 地 上 4層 の 鉄 筋 コ ン ク リ

ー ト造 で あ る。 シ ャフ トの 各層 か ら霊 堂 に入 るた め に、 霊 堂 の壁 には幾 つ

もの 開 口が 開 いて い る。 開 日の配 置 は 地 震 に対 して有 利 な千 鳥 に して い る。

た だ し、 シ ャフ トと霊 堂 の 間 は、 霊 堂 の 壁 が シ ャフ トか らの 影 響 を受 け な

い よ う に、 エ キ スバ ン シ ョン・ ジ ョイ ン トで基礎 部 以 外 を分離 して い る。

霊 堂 の壁 と屋 根 の応 力 は、 有限 要 素 法 による立体 解 析 で求 め て い る。 特

に壁 の 構 造計 算 は霊 堂 を 6層 の建物 と して扱 い、 設 計 を 行 って い る。
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4.「木造に学ぶ」展

バンフレッ トより

監  修

模型製作

会場構成

主  催

後  援

協  賛

開 催 日

会  場

木造に学ぶ
現代に問う木造の呼びかけ

早稲田大学名誉教授 松井源吾

早稲田大学客員教授 菊竹清訓

棟       梁 住吉寅七

菊竹清訓建築設計事務所

早稲田大学理工学部建築学科

鹿島出版会

千葉職業訓練短期大学校 住居環境学科
東京ガス・銀座ポケットパーク

平成4年 10月 8日 (本)～ 10月 27日 (火 )18日 間 14日 、21日 (水 )休館

東京ガス・銀座ポケットパーク 2階アーキテクトスタジオ
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法隆寺東院伝法堂の架構の光弾性

法隆寺東院伝法堂

二重虹梁の場合

二菫虹梁の無い場合

実験 法政大学 坪井善隆

鉛直荷菫時等色線

鉛直荷菫時曲げモーメント図

(虹梁が下の梁の曲げを■少させている)
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唐招提寺金堂の軒の光弾性
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桔本が有る場合

垂木

桔木

1生 暉―

「
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エ

鉛直荷重時等色線

桔木が無い場合

実験 MUSA研 究所 林 順司

二」コ=

鉛直荷重時曲げモーメント図

(垂本が下がるのを拮木が下から支えている)
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棟梁 住吉 寅七氏

略 歴

1911年 1月 4日 新潟県寺泊町 に

生 まれ る。現在、天理教教会 に所

属 し、教会の設計・施工 に従事。

住吉氏 と早稲田大学建築学科 と

の関係 は、1983年住吉氏が松井源

吾名誉教授 とともに盈進学園東野

高校 (設計 :C.ア レキサ ンダー )
の建設に参加 したことで始 まった。

松井名誉教授 と意気投合 された

住吉氏は、本造の継手・仕 日の模

型を製作 され、教育の資料 に役立

てたいと申 し出られた。現在展示

されている模型は住吉氏が早稲田

大学 に寄付 された ものである。

模型の中には、既存の本ではあ

まり紹介 されていない「大阪城大

手間控柱の継手」、「二枚ほぞ」な

ど住吉氏 自身が考えぬいた上 、独

自に調査 した結果 を踏 まえて、作

升)成 した ものが含 まれている。

・ ′
´

東野高校体育館

東野高校多目的ホール
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解

説
ビ
デ
オ
が
流
さ
れ
て
お
り
、
パ

ネ
ル
で
詳
し
く
見
る
こ
と
も
で

き
、
改
め
て
木
造
に
つ
い
て
深
く

考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

な
か
で
も
注
目
さ
れ
る

一
つ
は

ジ
ョ
イ
ン
ト
で
、日
本
で
よ
く
も
、

こ
う
い
う
複
雑
な
継
ぎ
手
や
仕
口

が
開
発
さ
れ
た
も
の
だ
と
、
感
嘆

SI∴

木
造

に
学

ぶ

菊
　
竹

な
架
構
に
な
っ
て
お
り
、

一
点
集

中
方
式
で
は
な
い
。
こ
れ
は
本
の

性
質
に
も
よ
る
が
、
本
造
に
た
い

す
る
考
え
か
た
に
起
因
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
社
会
的
に
も
、

特
定
の
だ
れ
か
に
権
力
を
集
中
さ

せ
る
の
で
は
な
く
み
ん
な
で
支
え

て
い
く
と
い
う
の
に
、
ど
こ
か
似

Eョ  ジ本こ 系
=: 
υがネ :髪斤 )峯轟 (こタチ4)

■992年 (平成 4年)■ ○ 月 ■6日 (金 曜 日 )
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会 場
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入場者数

(日 ) く月 ) (火 ) (木 〉 (金 ) (土 ) ToTAL

81   66 91   80 lo 1  114 260

112 121   51 50 151   47 17 1  407 794

191  105 201  161 231 168 24 1  174 1043

251  188 261  174 271  193
555

1  556 330 404 1  292 1  375 1  695 2652

161  127

181  256 221  179



5.イ タリア出張の記

システム建築研究所所長 前田利民

1992年 10月 17日 、土曜日。ルフ トハンザ 711便 は定刻の 14時 2
0分 より5分ほど遅れて動き始める。 1年 8ヶ 月ぶ りのルフ トハンザである。
これから 12時 間 10分のシベ リア上空を越える旅である。

イタリアと日本の建築研究所が共通のテ~マ で研究をはじめて 4年 目、今回

はイタリア側の設定でカプリ島で「移り変わる社会 と建築の情報化技術」、
″
B

uilding lnfOrmatiOn TeChn010gy in a Changing SOCiety″ と称するワーク・

シヨップ、研究会があり、その付き合いでミラノ、ローマを経てカプリヘの旅

である。

イタリアに行 くのにアリタリアでなく、なぜルフ トハンザなのか という疑問

を持つ向きもあろうが、予定 した時間に出発し、予定の時間に到着 したいから

である。 ALITALIAは Allways Late ln Time And Lare ln Arrivalの 略

称だなどとア リタリアの社内の人間が言うくらいラテンの血は時刻表で動くこ

とに向いていない様である。

新潟上空を過 ぎた辺 りでつまみと麦酒、シベ リア上空で昼食、発泡葡萄酒で

凍った蕎麦などを流し込む。飛行時間と飛んでいる現地時間で飯を食わせる不

思議な儀式の始まり。暫くは空飛ぶブロイラーである。

17日 の 18時 30分の定刻より 15分 ほど早くフランクフル ト空港に着く。
日本時間では 18日 の午前 2時 15分 である。 この空港では通関後暫 く行った
ところに荷物の引渡場所がある、初めての時は戸惑った。ひたすらまっすぐ歩

き、最後のところで 1階分下る。あまり待たずに荷物が出てきた。 カー トを引

きず りながら出 口へ向かう。今 日は友人のゲーハー ド=ア イゼンバ ツハはシュ

ツッツガル トに出張で迎えに来れないから家にまっすぐ来てくれとファックス
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が入つていたからu― BAHNで オーバールーセルまで行くか空港からタクシ

ーにするか考えながら表に出るとゲーハー ドの息子のアン ドレア
スの顔が見え

た。

駐車場の途中、夕食は麦酒の美味 しさを優先するか食い物
の美味しさで決め

るかの検討。やや困難な選択であったが、今日は麦酒
の方を優先することにす

る。フランクフル ト郊外タウナスの一角にある
オーバールーセルのゲーハー ド

邸に荷物を降ろす。森の一角を切りとつた
この家は ドィッとドイツ人が理想と

するものの一端をうかがわせる。

一体み した後麦酒 自家醸造の小さなレ
ス トランヘ向か う。 2800種 類を越

える ドイツの麦酒の内まだ百数十種類程度 しか知らな
い。 この小さなビアレス

トランの麦酒は黒も生 も美味しい。

19日 朝 7時 15分 にオーバールーセルを出て空港
へ向かう。 BMW850

1は トランクが 7501Lよ りすこし狭いようである。アウトバーンはやや混

んでぃて、 7時 50分 に空港到着。 LH3512便 にチエツクインし出発
ロビ

ーに向かう。 EC内 では準国内便扱いである。荷物検査カウンターで
パ~ソ ナ

ルコンピュ~夕 とプ リンターのかなり綿密な特別検査があ
った。パソコンの中

にプラスチツク爆弾を仕掛けた例があったため
パソコン機器の臭気感応検査を

行っているとのことで、特設検査室
の台には世界中のハンドヘル ドコンピュー

タが並んでいた。 8時 45分、 LH3512は 出発。スィス上空を越えるとき

白く化粧したアルプスの姿がよく見えた。

タクシーでミラノ中央駅の近くのホテル
・ボローニヤヘ、予約に名前がない

等の トラブルがあつたが無事チェックイ
ンもすみ、鍵を貰ってエレベータを待

っ。エレベータの ドアが開くとイタリア建築研究
所 (IcITE)の ローマ分

室長のアナリッサ
。モ リーニが出てきた。ローマからミラノに来たと

ころだと

のことであつた¨午後 2時に迎えの車でミラノ郊外の科学技術院 (CNR)一

建設研究所へ、 IcITEの 施設を見学。夕食はカバ リーニ。翌 20日 、午前

中はクイント・ ビルを見学、比較的新し
いインテリジェントビルである。 しつ

こい位 3mグ リッドが繰 り返され、色 も様々な緑に溢れたデザイン。
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クイン トビルで 生部氏

イタリア建築研究所 D-2分室長
アナリッサ 。モリーユ

クイントビル前の山田氏
クイン トビル

21日 はローマ、午前中は ICITEの 車でヴァチカン美術館へ。 ミケラン
ジェロ、ラファエロ、ダ=ビ ンチ、カラヴァッジ等のルネサンスの美術史を抱

える歴代ローマ教皇のコレクション。建築研究所ローマ分室に立ち寄 り、 IB
Mイ タリアヘ向かう。途中の昼食はなかなかの雰囲気のホテル・ レス トランで

はあつた。 IBMの 工場とオフィスを見学。全体にスケジュールの組み方が下
手な気がする。明日は朝 6時 50分 にローマ中央駅のナポリ行き列車の発車ホ
ームで待ち合わせとい うことになった。夜の内にナポリに向かいナポ リかカプ

リで泊まる方が良い気がする。

22日 朝 7時 00分発インターシティ 661列 車でナポリに向か う。ナポ リ

:

=:
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iCITE研究室 生部・山田両氏 吉村氏,後藤氏

永井夫妻

lCITE/ROMA前 の生部氏

。メルグリナ駅から港へ、 11時 前にカプリ到着。ケーブルでカプリの中心街

へ登リホテル・ ラ・ パルマヘ、海は見えないがなかなかしゃれたホテルである。

昼食後ヮーク・ ショップが始まる。イタリア建築研究所所長チェル ッティ氏

の開会の挨拶の後に最初の担当者が始めようとするとテキス トの用意が出来て

いないというイタリアらしい騒ぎ。昼飯のフインが眠気を誘 う。休憩時間はロ

ビーラウンジでお茶。夕食もゆっくりと時間を取り、イタリア式である。

23日 午前のワーク・ シヨツプの後、予定を変更して昼食後の休み時間を延

長 して観光に充てることになった。アナ・ カプ リでサン・ ミシェル邸を見る。

夕食にダイニングルームに行くと、テーブルが周囲に配置されてお り中央が

空いている。 これは何かあるかなと、食事中も楽しみにしていたら、シィアラ

ポポロというカプリ島の民族芸能の有志グループの歌と踊 りの行列が突然部屋

，ヽ
　

‐繹
呻
:   攣
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中川氏

イタリア建築研究所 D-2分室の
職員と研究員の建築家

サン・ ミシェル邸でスケッチの永井氏 サン・ ミシェル邸礼拝室

に入ってきた。他の部屋からも見物人がやって来た。だんだん踊 りの輸が拡が

り、ダイニングルームの外まで移動する。興奮の内に宴が終わる。イタリア側

の演出である。

10月 24日 、土曜 日。最終 日の朝、強風。昼頃、強風のため船は欠航 との

情報。明朝の飛行機に乗る予定の 4人 があわてる。 じたばたしても仕方がない

ので、ホテル周辺を歩く。永井夫妻 と同行。裏道の小さい店を冷やかしたりし

ながらぶらぶらする。小さな靴屋で本のサンダルを購入、これは便所サングル

みたいだ とわが家での評判はいまひとつ。ホテルに戻ってロビーで話をしてい

ると、大型のフェリーが迎えにくる、 4時過ぎにはナポリを出て 6時 頃カプリ

発とのことで全員出発の用意。ケーブルで下に降りて船を待つことにする。波

・
^|■

｀

~■

颯豪:ぎ
ヽ

、

・     '|:薔 ':|:
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アナ・カプリからソレン トを見る

と風はまだまだ強い。 日が傾 く頃になって大型のフェリーの姿が見えてきた。

乗込んで席を決め船内を探索するとサービス・ カウンターがあり麦酒などの姿

が見える。船内のあちこちで乗員が掃除をしている。波が激 しいのでいろいろ

生理的な トラブルがあったのであろう。われわれのグループでも心配している

向きもいる。下の方で車を乗せている音が続いている。船内を散歩していると

早くも青ざめた顔を見受かける。精神的な ものもあるようだ。出航準備も終わ

り、いよいよ船が出る。港から出るところが少 し揺れたが、港外に出てしまう

とかえって海は落ちついているようである。麦酒を飲みながら話をしている内

にナポ リ港に着く。 8時前である。港でタクシーを探すがなかなかいない。 2

0時 50分か 21時 20分 の寝台列車に間に合えば、予定の変更無く24日 タ

方にはフライブルグに着けるが、これは駅から電話をするかなと思っていると、

何 とか車が拾えナポリ中央駅に、 8時 30分少し前ナポリ中央駅に到着、間に

合いそ うだ。ナポリ駅で皆 と別れて、寝台列車に乗り込む。 1912列 車に寝

台を貰って、荷物を棚に納める。 25日 、 日曜 日。 8時 25分 にミラノ中央駅

に到着。次のEC4列 車のホームを確認 し、構内のスーパーで朝食や飲物を仕

入れる。 1等 の車両は半分ほどが予約で うまっている。イタリアの山側の高級
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リゾー トであるコモを過ぎるとスイス国境駅キアッソー、係員が通 りがかりに

眺めるだけで通関終了。スイスに入ると山沿いの景色に白いものが増えてくる。

ドイツとの国境駅バーゼルでは律儀に係官がパスポー ト・チェック。 これも簡

単に済んで、再び ドイツに戻ってきた。

カプリ島は 18度 C、 フライブルグは 12-3度 C、 フランクフル トは 3-

5度 Cと 十数度の温度変化である。夕方、 ミュンヘン対フランクフル トのサ ッ

カーの試合、 1位 と2位 の対決で、 これに勝つとフランクフル トは 1位 になる。

競技場内は試合前から熱気に溢れている。 5万 8000人 の入 り。両チームの

,i墾手が電光掲示板で紹介される。試合は激 しい攻撃が続 くが両軍とも点が入 ら

ず時間が過ぎて行ったが、前半終了間際にゴール前のもみ合いからフランクフ

ル トが先制して前半終了。後半開始直後、ゴール前でこばれ玉がフランクフル

ト・ ゴールヘ。同点。そのまま引分け。

29日 、木曜 日。朝、 日本に電話、 日本では夕方。。『 システム科学研究所

の松田先生の息子さんから電話があって、先生が亡くなった。急性心筋梗塞で

あった。』とのことである。久しぶ りに手紙を出したばかりである。熊本の位

寄君などに知らせる。建築関係の連絡を頼む。

帰路のルフ トハンザでウィーン交響楽団の一行と一緒になった。 30日 、金

曜 日。 12時 15分、成田到着。入国審査、荷物受取、通関、 と終え成田エキ

スプレスを予約 して地下のホームヘ。

今回の 日本側のメンバー 8人の内、熊本大学の位寄和久・竹中工務店の生部

圭助 。大成建設の永井達也 。清水建設の中川秀彦・ NTTの 吉村正孝 と前日を

含めて 5人 まで早稲田である。 このところいろいろな場面で早稲田の出身者に

会 うことが多い。他のメンバーは、東京大学の山田学 (東京大学)。 建築研究

所の古瀬敏 (東京工業大学)お よび後藤 (日 本大学 )。



6. 夜彗 多種 ノヽ間
・
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 (「建 築 技 術 」 92年 10月 号 )一

建築人間録

キ
ヤ
ツ
チ
ャ
ー

（構
造
屋
）
は

ビ
ツ
チ
ヤ
ー

（意
匠
屋
）
の
投
げ
る
球
を

す
べ
て
と
ら
な
さ
や
ダ
メ
だ
―

臓計→研究→実施という流れ

―
 先り 麒 |こ進まれ渤 機は

何ですが。

松井 自分でもよ<わかんないんで
すよ (笑 )。 理科系 |こは進もうと思

っていたんですがね。当時,早稲田

の理工学部では (建築の入学試験

が)いちばん易しかつたんですよ。

できる人は,機械科へ行きましたよ。

一
 早稲田|こ入られたのはいつで
すか。

松井 昭利 13年です。戦争|こなる
前ですから,機械・電気つていうの

は難しなつたんです。このころ,建

築の設計事務所は潰れはじめてたん

ですよ。戦争つていうのは壊すほう

ですからね。だから,戦後の建築は

入学が難しがつたんですがね。

また,建築|こは芸術的なものがあ

るんですが,それを全然知らなかつ

たんですよ。今でもデザイナーなん

てたいへんだなアと,回情しますけ

れどね。

一  瓢 田を卒業讀 ひ ら
"松井 大学院へ進みました。それガ

終わるとすぐ大学へ就職しましたか

ら,ずつと早稲田|こいました。昭利

13年 から 53年間,早稲田|こあ世話

|こなってたわけなんです。

一
 先生は鋤 計 の面で錮 識

ガ,ほかの先生万1こ比べて豊富だと

思うのですが,その観点から構造|こ



対するご意見などあありでしようか。

松井 少しはね。僕の研究課題は,
実施設計がらきてるのが多いんです

よ。だから,偉そう1こ言うと「設計

から研究課題を」というのと「研究

課題を実施|こ」つていうものなんで

す。この間,そういう題でしやべれ

つて言われて「ええ,うまくい<の

はそうないんですけれどね。そうい

むこうガ果れてしまうというか…。

ともなく,吉阪先生も武先生も1つ

ずつしかやつてないんですよ。むこ

うが頼まな<なつちやうんです。や

つぱり,構造屋ガ年上のほうがいしヽ

んじゃないですか。

よ<,意匠と構造はビッチャーと
キャッチャーだつて言いますよね。

う心情なんです」つて最後はなつち

ゃいましたけど…。

年上のデザイナーとは
やらない :

一  性 が構造設計を始められた
ころと今とでは,かなり構造そのも

の1こ変化があると思うのですガ・。

サインを出すのはだいたいキャッチ

ヤーですからね。しかし,テレビ|こ

いちばん映つてるのはビッチヤーな

んですね。

いちばんよ<ないのは,ビッチャ

ー|こどこへでも投げさせてあいて,

キャッチャーが取れないということ

でしようね。
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松井 そうですね。最近,本造の建
物をよ<頼まれるんです。大学を出

て 10年 <らいは本造を結構やつて

いたんです。本造がほとんどでした

がらね。鉄筋コンクリートの現場な

んていうのは,なかつたですがらね,

戦後ずつと。RCが使われ始めたの
|ま昭和 30年ぐらいからですよ。

そんなことで,ここ 30年<らい

本造は全然やられてながつたんです

よ。経済的でな<なつてきたんです。

本造は,ちょっとスバンガ大き<な

つたりすると,すぐ高<つきますだ

らね。

このように,構造が変わつたつて

いうのは,ほとんど材料ガ変わつた

せいと言つてもいいんじやないです

かね。構造材という材料―。

一
 誕 設計者とのコミユニケー

ションのうえで,例えば非常|こうま

<いつたとが,いガないとかのごき

労はございますか。

松井 私はね,たいていうまくいつ
てるんですけれどね。年上のデザイ

ナーのはやらないこと|こしてるんで

すよ。まフ,やらないんじやな<,

欄遭■も崚正式に

呼ばれるようになつた

- 9,先 り やつてらつしやる
のは江戸博 (江戸東京博物館 :東京

都墨田区)ですよね。あの構造のコ

ンセフトをちよつとうかがいたいの

江戸博現場
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ですガ。

松井 どういうことを言えばいいん
ですがねぇ。いや,もうあの形を与

えられてたんですよ。なんで,あん

な上へ持つていがなきやいけないん

ですってね (笑 )。 結局そういうの

はね,もう前提で者えること|こさせ

られるんですね。「これ下へ置<と

ラクだよ」なんて言えないんですよ

(笑 )。

だがら,「何をやりたいが」つて

初め|こ聞いちゃうんです。あまり決

まつてな<ても決めてもらうんです。

こういうのをやりたいとが。それは

構造のデイテイールまで影響するん

です。だから,デザイナーのほうで

言つて<れないと困るんです。

音はひどがつたんですよ。詳細図

までできたやつを速達で送つてくる,

なんてこともありました。最近はそ

うでも怠い。あ施主さんの理解ガよ

<なつたというが,まあ,構造ガ大

事だというのでね。だいたいここ数

年ですよ.竣工式|こ構造屋が呼ばれ

るよう|こなつたのは。もう0つかり

(構造屋のことは)忘れてるもんな

んですよ。雨もりでもしようもんな

ら すぐ(こでも呼びつけられますが

ね (笑 )。

施主が,構造を認識するよう|こな

つたつていうこと|ま嬉しいことです

ガ,本当は設備もいつしよでないと

困るんです。

一
 江雨 暉 勘 |こも骸 物

ですが。

松井 柱が 4本あつて,あたり前の
形ですよ。いちばん特殊つてのは,

大きいつてことじやないですか。

―  それは,Im出 しの量め で
すガ。

松井 ええ,それもありますが,鉄
骨量がたいへんなんですよ。あそこ

だけで鉄骨メーカーガ 9社入つてる

んです。柱 1本ずつでメーカーが違

うんですよ。いちばん大きいとこは,

そんなとこじやないですが。ただ,

はね出しがえら<出てるもんですガ

ら,地震の時の上下動は大きいんで

すよ。それで床の先端は上下の免震

|こしてるんです。空気ばね1こです。

普通の建物は計算室なんガ(こだけ免

震を付けてますけどね。江戸博は,

人間が大勢集まつてるつてことで,

全面的|こ採用しているんです。

空気ばねつていうのは高級なんで

す。新幹緑は空気ばねですよ。普通

の機械的なばねでt,免震|こできるん

ですけど,重い物が載ると下がるが

ら中へ入つて調節をしないといけな

いんです。そこを空気ばね|こして,

空気を入れると上がるという仕組み

|こしているんです。

薔の構造は

見えないものだつた

―
 駈 ,疑 を意匠として見せ

るつて言いますが,1つ の例 をあげ

れば,ノーマン・フオスターガ設計

したあ茶の水のビル (センチユリー

タワー)ですね。あのような形のも

のはだいぶ話題|こなりますよね。あ

あいう構造を意匠の中|こ取り入れた

建物つていうのは,これがらもやつ

ばり増えてい<とあ者えですが。

松井 増えてい<と思います。

ウチの学校も筋ないが入つてまご

よね。あれを設計していた頃は,内

藤先生もご健在で,僕と安東君と呼

びつけられて怒られましたよ。「構

造なんていうものは見せるもんじゃ

ないんだ」つてね (笑 )。 ですがら

僕も「予算の郡合でブレースをつけ

たいが,つけるとこがな<てしガた

な<外侵」|こ つけたんです。X形で

なくひし形ですがらいいでしよ」つ

て言つてガんばつたんですけど,先

生は全然受け入れて<れなかつたん

です。内藤先生は,耐震壁の大塚で

しょ。耐震壁というのは見えないと

ころ|こあるんです。構造が見えると

いうのは,琶はなガつたんですね。

一
 先り 最初|こ手掛け諫 酢

品というのは何ですか。

松井 浅草の三業会館です。この間
見|こ行つたら,まだ残つてましたよ。

浅草の検番です。観音さんの裏なの

|こ,まだ 2階建で残つてるんです。

これでも安東君と僕は怒られまし

てね。大学の先生がそんなt,のを造

るもんじゃないつて言われましたよ

(笑 )。 だがらよ<覚えてるんです。

一
 謝 言つた

『

勁 。

松井 内藤多仲先生です。
でも,それが芸者ガ来るとこであ

ろうと何だろうと,構造|こは関係な

いですもんねえ―。

浅草三業会館



7.北 吟吉氏の ことな ど

―
 (1992.12)一

早稲田学報 92年 10月号 に商学部八巻教授が,「ハイデルベルクの哲学研究

を支えたワセダマン」 という題で,北吟吉氏の ことを書いておられる。

第一次大戦 に敗れた ドイツは猛烈なインフレになやまされた。当時留学中の

北吟吉氏 は,戦勝国日本か ら奨学資金を友人達 と企てられた。
ハイデルベルク学術アカデ ミーに 1924年 に「ヴィンデルバ ン ト

ー
リッケ

ル ト基金」が 日本の友人たち」から受けた財源により設立 された。 この基金は

第二次大戦後の経済的混乱で使い尽 された 1949年 まで存在 したのである。

北玲吉氏 は,1885年佐渡 に生れ,1908年 早稲田の哲学科卒業,北一輝氏の

弟である。

北氏は多摩美術の創立者である。理事長が佐渡出身の村田晴彦氏で,私 は同

ハイテ
rル′ベルク

(1974.10))
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ハイデリレ̂υレク

(1974.10)
十代田昭二君 と

大学建築科の講師を長 い問勤め,ま た多 くの建築物の構造設計を担当させても

らった。

第一次大戦後の ドイツは,日本の敗戦後 よりはるかに困窮の度は大 きかった

と聞 く。北氏の企画は本当に「寄与する所大」であった と思 う。

4年前に,ハ ンガ リーヘ行 った。彼我 の貨幣価値 はほぼ 10倍である。ブダ
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ペ ス トエ大 の教授 も仲々留学出来 ない とい う。田中輝 明君 と相談 して,毎 年 1

人 50万ずつ出 して,合計 100万円,ブ ダペ ス トエ大か ら人 を呼ぶ ことに した。

今 年 ,4人 目のカ リツキー教授が来 られ た。「寄与小」 と思 うが続 けて行 きた

い。

カリツキー教授歓迎会 (92.8.3香港園 )

同教授送別会の二次会

(92.8.6 オつ力`家:)



8.田代靖彦君の結婚式

田代君の結婚式は 7月 11日 大阪だった。それより 1カ 月ほど前,お嫁 さん

をつれて,あ いさつに来た。その節,彼の履歴のメモを渡された。

結婚式の当日,こ のメモをさが したが見当らない。仕方がないので,祝詞に

は憶えていることをのべた。

●学部卒業の時,内藤多仲賞 を受賞 した。

●修士論文が,学会論文集 に載 った。早稲田では,論文集 に載 ることが,博

士論文提出の必要条件である。

先日,机の引出 しから,彼のメモが出て来たので,こ こに載せることにする。

田代靖彦   現 。日建設計 大阪構造・設備事務所
日召禾日40

58

60

(1965) 1年

(1983) `年

〃

(1985)年

長崎県・佐世保市に生 まれる

〇長崎県立長崎北高校卒

〇早稲田大学理工学部 建築学科 入学

〇松井研の材カゼ ミ (チモシェンコ)に参加 し始める

○卒論生 として松井研入 り        EEIZ互 ]

卒論テーマ「流線梁及び格子梁の構造特性に関する研究」

一
反力分布による考察

―

〇奈良シルクロー ド博 木造軸カ ドームのモアレ実験を担当

○内藤賞 受賞

○大学院生 として正式に松井研に入 り

晴れて水曜 日のお弁当仲間に

入れてもらって,感激す

Mlゼ ミ「板 とシェルの理論 (上 )」

Ml

61 (1986)年

62 (1987)有二
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0小国町の一連の木造継手実験のお手伝い

〇就職活動 最初 に交渉 していた日本設計を断わ って,大越63 (1988) 年

私の松井研時代の研究室構成メンバー

日召和 61年

日召和 62年

さんにしかられる

〇先生の講義 “構造計画"のスライ ド係を担当

学部時代に受講 した時はピンと来 なかったが,M2に なっ
てやっと内容を理解することができて,ぉ もしろかった
〇 ピラミッド王の間近傍の光弾性実験開始 (M2,Ml総 出 )

→ TBSの テレビに先生の脇で映 る
〇菊竹事務所 関西空港 コンペ用軸カ ドームのテンションフ
イヤーのスタディ実験担当

〇住吉さん継手の図面化着手 (M2,Ml総 出 )
〇塚越治夫君 (現在 。日建設計)の卒論指導
テーマ  「中空スラブのせん断に関する研究」
〇修論「せん断を受 ける木材の応力に関する研究」

(日 本建築学会構造系論文報告集  No.404,平成 1.10)
〇その他,先生が稲門建築会会長の時の新年会で,校歌のエ
ールを担当

M2

助 手

手塚 さん

西谷 さん

手塚 さん

4年 Ml M2

田代

木村

金井

垂井

竹内 (間組 )

清野 (佐藤工業 )

小松原

西村

楊

山本 (清水建設 )

嶋田 (清水建設 )

市川 (鹿島建設 )

横川 (石本 )

メ|1本寸

高野

今田 (佐藤工業 )

田代

木村

金井

垂井

小松 原  (ゴ ール

ドマンサックス)

西村 (東京電力 )

楊

塚越 (日 建設計 )

佐野 (清水建設 )

富岡

富永

川村 (三菱地所 )

高野傾→SIGЮ )

田中

田代 (日建設計 )

木村 (三菱地所 )

金 井  (東大→三麺 所)

垂井 (鹿島建設 )

日召禾日63年

手塚 さん
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(92.7_11ラた5反 KKRフトfテリレ)

田代君のメモの中の「お弁当仲間」について一

いつの頃か らか,松井研の Ml,M2の ゼ ミ毎週火曜日だった。研究室が全

員集るので,昼飯 を一緒にする。

明治通 りの,学校周辺の食堂 を転々 と廻った。あの辺の食堂 はどこも混んで

いて,研究室全員が一度に というのは仲々困難である。大限会館の食堂が,数

がそろえば出前をするとい う,それで「お弁当」になったのである。

「和食」 と「洋食」 とあ り,同 じ値段である。はじめの頃は,私だけが和食

で学生諸君 は洋食だった。 しか し和食の希望者が段々ふえて,最後の頃は全員

和食だった。

‥
イ
ー

ー

‘
，

・
―



9。 池上彰一君の思い出

―
   (1992.9)一

6月 13日 ,ア メリカか ら帰 った日に,池上君の奥 さんか ら電話があ り,主
人が今朝亡 くなった,と 。翌 14日 は佐渡で佐渡中学のクラス会があ り,お通
夜 も葬儀 も出られず,申 しわけなかった。

病床で,私に会いたい といっていたと聞 く,入院 していたことも知 らず,大
変申しわけな く思つている。

彼は大抵,お歳暮はウイスキーを送って来 るのであるが,昨年の暮れは自分
で持って来た。あれが別れであった。

昭和 26年か 27年か,私 と同級の沢野瀞氏が竹中の設計部 をやめて,独立 し,

設計事務所 を開いた。アルバ イ ト学生を,安東勝男氏に依頼,相田,枡本,池
上の三君 を安東氏が推薦 した。

私は,沢野氏設計の構造 を担当していたので,こ の二人 を知 つた。二人の中
では,池上君が一番酒の飲みっぶ りがよかった。

池上君は高校の時,水泳の選手で国体 に出た という。自由型の 100m,1分
を切ると。私が中学で水泳 をやっていた頃は,1分を切 るのは世界 で もフイズ
ミューラー くらいのもので,え らいなと思った。

彼,学生時代,コ ンペに熱中した。体力にまかせて無理 したらしく,結核 に
なった。当時の療法で悪い方の肺 に球を入れて休 ませるというのがあって,彼
も背中をななめに大きく切 られた。それを見 られるのがいやで,私 とも一度 も
泳いでない。

お父さんが旅館を経営,沢野氏がそれを設計,沢野氏渡米の送別会は,その
旅館であった。
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1955(日召30)1年 1月  沢t野氏遡 」会

彼の酒 は,正に飲まれる,そのものである。その点,私 も人後に落ちるもの

でない,それで気が合ったのであろう。

昭和 30年代のはじめの頃のことである。当時,私は中野駅前のアパー トに

一人で住んでいた。朝起 きると,池上君が一升びんをぶ ら下げて立っている。

事務所 (RIA)へ行 くのがいやになった,一緒に飲 もうと。昼頃には二人 とも

出来上 って しまった。新婚早々の彼のアパー トは高円寺 ,送って行った。それ

を学生が見たらしい,真昼間,中野駅前で先生 と池上 さん乱闘していた, と。

ょっぽ ど,二人 ともふ らふ らとしていた らしい。

私 を送 って くれた人は 100人以上 もいるだろうが,私が送って行ったのは後

にも先 にも池上君だけである。 もっとも, この時だけであるが。

彼は話題豊かな人である。

RIAに いる時,自分の仕事量を毎 日自分で決めるのだそうで,そ れが終 る

とさっさと帰ったそうである。依田君か ら聞いた。

お父さん とニューョークでけんかしてわかれ,ロ スアンゼルスまでバス。乗

客 も運転手 も変る,変わらないのはバスの車体 と彼だけ,こ れは彼か ら聞いた。

RIAを やめて独立 した。仕事がないので,全国の知名人 1,000人 に設計 を依

頼 して くれるよう手紙 を出したそうだ。一人 も返事が無かったということであ

る。 これは同級の望月君か ら聞いた。

その後 ,東急設計に勤 めた。

私 は,昭和 42年の暮れか ら翌年の正 月,ア メリカ西海岸に出かけた,冬休
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みである。サンフランシスコに何 日かいて,ロ スァンゼルスヘ行 く。

空港に沢野氏 と一緒 に池上君がいる。会社からのシア トルに出張 ということ

である。東急の建物 をアメ リカの設計事務所に設計を依頼 し,彼は東急側の代
表である。ところが,東急設計,海外出張の第一号 ということで,規定がない ,
留学生の規定があつて,そ の扱いとなった。手当が少ない,施主側であるか ら,
面目を保つための大変な苦労話を聞かされた。先生は東急の顧間だか ら,正月
早々に会社に,こ のことを伝えて くれ と。あまりの気の毒で,あ り金全部渡 し
た。

東京へ帰って,正月早々東急の重役に会ったら, もう増額 しました というこ
とであった。3倍 くらいになったと思 う。

1967 (日召42)年 12月
沢野氏の事務所の前

1975 (日召50)年 11月
沢野氏来 日歓迎会

(大限会館 )
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10年 くらい前だったろうか,東急がバ ングラディシュにホテル建設の話が

あ り,私 と依田君が東急設計に出かけて基本設計を手伝った。

そのあと,現場に誰がいったのか と重役に聞いたら,池上君が行ったと,「あ

あいうところへ急に行けるのは彼だけだ」 と。

4年前,池上君のお父さん克巳氏が亡 くなられた。す ぐあとにお父さんの随

筆 を集めた「軌跡」 という遺稿集を出版 された。数多 くの写真
が載 っている。

軍人,露店商 ,旅館,開発事業 と多彩なお父さんの一生を物語るものである。

親孝行に感心 した。

1989(平元)年 5月
内井さんの受賞のお祝い

(紀尾井町クラブ )

一昨年,池上君の長男が結婚 した。仲人 は彼 と同級の RIA社長近藤正一君

夫妻である。式の前に打合せをする,主賓だか ら来いと。ホテルで,池上夫妻 ,

近藤夫妻 と新郎新婦である。

何を打合ゎせたか憶 えてない,老人達の音話 に花が咲いた。ふ と気がついた

ら,新郎新婦 はいないのである。老人達,い な くなったな,と いつて飲みつづ

けた。 しか し,結婚式は, とどこお りな く行なわれた。

私の弟子達の集 りに,彼はいつ も出席 して くれた。デザイナーであるが,自

称,松井研 なのである。昨年春の,最終講義 とパーティーにも,出席 して くれ

た。
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1991(平 3)年 3月
私の最終講義のパーティーにて

年下の人 との別れはや り切れない思いである。

長いつきあいの池上君は殊の外痛切である。

謹んで御冥福 を祈る。

診

″
）
，
″
・
・

―
一
十



10.最近のアルバム

千葉職業訓練短期大学校落成式

(92 2.26)

千葉職業訓練短期大学校で講義

(91.7.4)



私たち結婚しました

未熟な2人ですが力を合わせてがんばり訣或

どうぞよろしくご指導お願い申しあげます。

平成 4年 3月 吉 曰
キ!98東京都青梅市東青梅4-14-1

日神パレステージ河辺 306
高 野 一 樹

裕  月卜(旧姓 三國)

鰤

のこと

きましたので お近く
りくださいますよう

平成 4年 5月

10.最近のアルバム  71

お待ちいたし

吉 8 具

〒276千葉県八千代 市高津 850-3
佐藤工業 (株 )八千代台社宅 a8号室

TEL 04?4(59)8291

坪  り||   .智
泰  子
(lB tt ηι団)

私たちの結婚をご報告 いた します。

卑後[憲 i省 [全墓轟ま露11変
キ135東京都森 区佐賀 lII:手「

斉著 日

立 田 」暫
′卜302

滋_テ (1醒 石川)

敬

`|

遷

| .蛉

.||
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プラジル

イタペチの野村さんの農場 柿園 (92.5.24)

相
田
さ
ん

叔

母

さ

ん

野

村

さ

ん

相
田
さ
ん
の
奥
さ
ん
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.― :‐ |ソニ驚S,
幸:4X

建築稲門会が終って

(92.6.12 ロスアンゼルス Sambl)
田中聡君より

プラジルより熊本に留学中の馬場守君上京

(92.8.18 者5ガ テヽル)
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若林実博士の建築大賞を祝 う会

(92.8.24東京会館 )

道康二君 (在スペイン)を囲む
昭 37年卒クラス会
(92.10.1 金艮ZL)



ラーツ大使歓迎会 (92.lQ 3

鳥́
   |■ |■|■ 'I

田中輝明邸 )
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ホームカミングデーの帰 り

学院 K組
(92.10.18)

須藤君 と

(92.10.25 オつが家 )

栗本建設中西俊夫氏送別会 (92_10.26 銀座 )
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早苗会合同クラス会にて (92.11.11 市ケ谷 )

早稲田祭出展のエキスポタワー模型

専門学校学生制作

(92.11.1)

ポイ ドラーメンの東映ビル竣工,ORS総見
(92_11.19)



11.平板構造研究会講演
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12.私の業績

ある賞のために業績 をまとめてみた。

業績は 3つ の部門に大別される。

1.中 空スラブ

30年 前に開発 したものであるが、 現在も使われている。 使用された建物は

数万件だという。

以下「松井源吾作品集」より、 このスラプを使用 した建物をあげる,

●中空スラプを使 った設計

館林市庁舎

*森 邸 。M研究室

浅川テラスハウス

東邦大学 自然科学教室

柏第 6小学校

ホテル東光園

(1963)

(1963)

(1964)

(1964)

(1964)

(1964)

作品集

作品集

作品集

作品集

作品集

作品集

p.34

p.41

p.42

p.44

p.45

p.50
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外苑会館            (1964)    作品集 p.52

盛岡グランドホテル       (1965)    作品集 p.59

更埴市庁舎           (1966)    作品集 p.60

パシフィックホテル茅 ヶ崎    (1966)    作品集 p.64

島根県立図書館         (1968)    作品集  p.84

*佐倉市庁舎           (1971)    作品集 p.96

関西女子美短大         (1977)    作品集  p.124

田部美術館           (1979)    作品集  p.133

軽井沢高輪美術館        (1981)    作品集  p.140

*印 の建物 lよ 中空スラプをうける梁の成を中空スラプの厚さと同じとして

重ね打ちし、 リフ トスラブエ法を用いている

●著書

ある,

中空スラプに関する研究および実施例などをのべた下記の著書が

「中空スラブ構造」 (彰 国社)1968

「中空スラプの設計」 (彰 国社 )1974

「中空スラプの計画 と設計」 (鹿 島出版会)1990

●論文  入江善久学位論文「中空スラブ構造の研究」1975

この論文は中空スラプの理論と実験をまとめたものである。
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2.流 線の曲線梁

流体の流線に大姜ミ ポテンシャル線に小梁の曲線梁を提案 した。

その理論は下記論文による。

●論文 Pattern Of One― Way CurVed Beam SyStem and its Application

学会論文集 No.241(1976.3)

One―Tay CurVed Bean Syste■  ■ith Reg■ ler Polygonal Boundary

学会論文集 No.251(1977.1)

Flat Slab Stiffened 7ith One― Tay CurVed Beam SyStem

学会論文集 No.259(1977.9)

●流線梁を使 った設計

この理論を応用 した設計である。

ホテルニューアカオ・ メインダイエング “錦"(1978)

学習院中高等科第二体育館         (1980)

宝塚造形芸術大学             (1987)

作品集

作品集

作品集

p.130

p.134

p.160

●著書  この理論は膜実験に相似であり、 モアレ縞で視覚的に把握出来る。

光弾性実験 とともに下記の著書に載せている

「見える力学」 (鹿 島出版会)1986

「 FRINGES」 (鹿 島出版会)1990
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●講演  この著書とほぼ同じ内容の講演を行った。

A visual Approach tO the StruCtural Design in Architecture

sOciety of Experimental Mechanics (S.E.M.)

の国際会議 (1992.6 Las Vegas)に て Plenary Speak として

3。 木造

アレグザンダー設計の下記の木造建築の構造を担当した。

●設計  盈進学園東野高校    (1987)

この建物は小屋組に曲げの起こる部材あり、

をうける柱あり、 木柱の捩れの研究を行った

作品集 p.165～ 166

光弾性実験を行セ＼ 又、 捩り

直交異方性の棒の捩れでも、 境界を変えることにより膜実験が可能となる

ことを証明したのが、 次の論文である。

●論文 田中輝明学位論文「木柱の捩 りと膜のたわみの相似に関する研究」

1987
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また葉祥栄氏の一連の木造を担当した。

小国町交通センター

小国町林業センター

小国町民体育館

(1986)

(1987)

(1988)

作品集

作品集

作品集

p.157

p.169

p.179

これ らの建物は間伐材の トラスのため接合部が多し、 その変形防止にエポ

キシ樹脂を注入した,

このことに関して、 直交異方性弾性論により考察 したのが次の論文である。

●論文  西谷章学位論文「木材のボル ト接合の基礎的研究」 1987

●著書   日本伝統の木造の継手と仕口を住吉氏が模型を製作 し早稲田大学

へ寄付された。 その模型を用いて次の著書を出版 したぅ

「木造の継手と仕口」 (鹿 島出版会 )1989

「100d JOintS in ClaSsica!Japanese Architecture」 (鹿島出版会 )1991

●展覧会  この模型の展示を中心 として下記により展覧会を開催する。

「木造に学ぶ」 1992.10.8～ 27 銀座ポケ ットパーク

―以上 一

●設計



13.ク リスマスカー ド

UNIVERSITY OF COLORADO

Department of Aerospace Engineering and
Center for Space Strucures and Controls
Boulder, CO 80309

Haruy」はNamba,ソお′″″g Rσι′′c力 Assο O:α″
Campus Box 429
(:)ficc Phonc:(303)492-0689
Fax:       (303)492-4990

November 23, 1992

Merry Chilstmosl

三日前降り積もった10センチ足らすの雪が少しも融けぬうち、今朝からまた激しく雪が降り始め、予報

では明朝までに新たに60センチの積雪となるそうです。今日は、雪で閉鎖になった大学のオフイスでひと

り、この手紙を書いています。

アメリカに来てから既に 1年 7か月が経過しました.54年原子力部に入社して以来、基本的に原子力部

に籍をおきつつ、一般建築構造設計、建設現場勤務、受託研究条件、コンピユーターシステム開発、宇官構

造研究等、幅広い分野を経験する機会を与えられ、ましてその上、海外勤務のチャンスが与えられようとは

夢にも考えていませんでした。今振り返り、とても満足に思います。

現場を知る知らないが、設計の良し思しに大きく関わること、コンピユ
ーターを使える使えないが、効率

に大きく関わること、海外を知る知らないが、持てる情報量に大きく関わること、そうしたこれまでの経験

と同じ意味で、宇宙を知る知らないが、建築のエンジニアリングの質に大きく関わること、その実証がいま

自分自身に課した課題のひとつです。

課題のひとつというからには、他にも課題がある訳で、その中で悩みは英会議。上司が英語
ベラベラなの

で、それと比較して自分が情けありません。

日本での一般的見解、正確には私が渡米前に抱いていた見解、「英語は現地に行ってしまえば、何とかな

る。特に子供は速い.」 というのは真つ赤なうそ。それが嘘というのは、ポ
ールター市内在住の数少ない日

本人の共通の見解でもあります。みんな大変な努力をしています.

我が子、徹 (5オ )は、本人の涙ぐましい努力がやっと実って、 2か月ほど前から幼稚園に通うようにな

りました。つまり、アメリカ社会に溶け込む術をやっと身につけたということです。英語は
一年半経ってや

っと少しばかり口に出し始めたという程度です。ひとつの壁をやっと乗り越えて。今の彼は近所のガ
ールフ

レンド等と、とてもエンジョイしています.

家族共 、々アメリカで貴重な経験を積めていること、日 家々族と共に夕食団業できていること、私の渡米

に際しご尽力項いた皆様のお蔭であり、改めて感謝申し上げます。

おそらく来年帰国するものと推察しておりますが、今後とも宜しくお願い申し上げます。

それではよい新年をお迎え下さい。

敬 具

れた 1ち 1/

「
ｒ
ｌ
′

唾
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追伸 :

写真は夏のグランド・キャニオン.何時間見ても飽きないと言われる渓谷と、すぐ帰ろうという徹.



14.  染鮭  言己

1. 祖父の名刺

机の引出しの奥から出て

来た。 どうして手許にある

のか,祖母か父からであろ

うか,言己
′
臆にない。

扶:1勿は,4.8× 8.75 clllで
｀
,

現在の ものより幾分小型で

ある。拡大 して載せる。

私の名前の源吾は,源内

の源,マルゴの五からとい

うことである。

祖父の甥,高野宏策 さん

は,佐渡でマルゴ味 1曾をは

じめられ,今,お孫 さんが

後 を継いでおられる。

祖父の一番番頭は北海道

で独立 して,マルゴの下に

一を書いたマルゴイチだっ

たそうだ。

しかし,祖父の商号が,な

ぜマルゴなのかは知らない。
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2. 叔父の日記より

祖父,山本半蔵 (静古)の遺稿集が,叔父,山本修之助により昭和 51年 に

出版 された。

その中に,若 くして亡 くなられた叔父,山本半之助 (半山)の遺稿が載 って

いる。半山略年譜 に,叔父入院中の所 に,母や私に関するものがある。

●大正 9年 10月 17日

姉久子・謙子は久子の長男源吾 (一歳 )を連れて上京,見舞

●大正 10年 4月 29日

長姉久子 (源内妻,源吾母)死去,30歳

● 同 5月 23日

父平塚の病院に行 き,姉久子の死 を初めて知 らせ る。

3。  今井兼次先生と人見絹枝さんのロマンス

天
才
建
築
家
、
ガ
ウ
デ
ィ
の
代
表
作
で
ヽ
あ
る
が
れ
ｔ
ロ
ナ

の
シ
ン
ボ
ル
、
サ
グ
ラ
ダ

Ｆ
フ
ァ
ミ
リ
ア
教
会
の
尖
塔
が
テ
レ

ビ
画
面
に
映
し
出
さ
れ
た
。
そ
の
前
を
エ
ゴ
ロ
ワ
が
ト
ツ
プ
で

走
り
抜
け
て
い
っ
た
。
第
二
集
団
に
有
森
裕
子
が
い
る
。
瞬

間
、
有
森
の
力
強
い
走
り
に
、
彼
女
の
故
郷

・
岡
山
の
大
先
輩

で
、
日
本
女
子
陸
上
草
創
期
が
生
ん
だ
天
才
ア
ス
リ
ー
ト
・
人

見
絹
校
の
魂
が
乗
り
移
っ
た
よ
う
に
感
じ
た
。
ガ
ウ
デ
イ
、
有

森
、
人
見
と
思
い
を
め
ぐ
ら
し
た
時
、
フ
ッ
と
今
井
兼
次
の
姿

が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
半
世
紀
た
っ
て
発
掘
さ
れ
た
人
見
の

″恋
人
″
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
マ
ン
ユ
ニ
オ
ン
・プ
●
デ
ュ
ー
サ
ー

塚
崎
　
朝
子

「紅
い
稲
妻
・

愛
し
た
人

サンデー毎日
92. 11. 29‐号よりが
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92.11.22 TBSの ドラマ「紅い稲妻」より(写真 :依田君 )

4. 町内会の講演

1_ 2寅是巨

2_ 割曝麟,

3_[ヨ 欧与

夕陽丘健人会 講演会

j電′え_る ノj督自 (ビラミッドとアーチ)

建築の構造力学をパネルを使って

日で判るようにお露下さいます

早稲田大学名誉教授

松 井 源 吾 先 生

■ ■ 月 ‐27E]← 金 )■ 8"寺 よ り

18-19時  =演
19-20時  軽食パーティ

牙雀塗又自日■見)Lント ラ=ル

■ノ、 2 0 0 01ユ ヨ (当 日頂きます)

■ ■月 20:ヨ ま マ雪,こ 』理オ寸ま
“=

御 連 絡 下 さ い

上大崎 4-5-17(3491)8259

衣装博物館前奥村郵便受け又は電話

４

　

　

５

　

　

６

場 所

会 費

申 込

′
‐ 、
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1920年 6月

1943生
「
9月

1948年 12月

195ν手 4月

19601F l月

196“手 4月

199」手 4月

著者略歴

佐渡に生る

早稲田大学理工学部

建築学科卒業

早稲田大学専任講師

同助教授

工学博士

早稲田大学教授

早稲田大学名誉教授

プラジル伊東君歓迎会

(1980 赤坂:)

ホームカミングデー (1983 大限庭園 )
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